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厚
生
労
働
省
は
出
産
費
用
へ
の

公
的
医
療
保
険
適
用
に
向
け
た
議

論
を
始
め
た
。
少
子
化
対
策
の
実

績
が
欲
し
い
岸
田
文
雄
政
権
は
２

０
２
６
年
度
か
ら
の
実
施
を
狙
う
。

し
か
し
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
は

一
律
料
金
と
な
る
保
険
適
用
に
反

発
し
て
い
る
上
、
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
も
余
り
に
多
い
。

６
月
26
日
、
出
産
費
用
へ
の
保

険
適
用
を
検
討
す
る
厚
労
省
の
有

識
者
会
議
の
初
会
合
が
有
り
、
来

春
に
も
意
見
を
取
り
纏
め
る
事
を

確
認
し
た
。
会
議
で
は「
希
望
↘

す
る
人
が
ど
の
地
域
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、

育
て
る
事
が
出
来
る
環
境
の
整
備
に
繋
が
る
」（
連
合
代
表
） 

と
の
賛
成
論
が
出
さ
れ
た
一
方
で
、
産
科
医
の
団
体
等
か
ら

は「
減
収
と
な
り
分
娩
の
取
り
扱
い
を
止
め
て
し
ま
う
医
療

機
関
が
出
て
来
る
」「
本
当
に
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
繋
が

る
の
か
」と
い
っ
た
懸
念
も
飛
び
出
し
た
。

正
常
分
娩
は
怪
我
や
病
気
で
な
い
為
、
公
的
医
療
保
険
の

対
象
外
だ
。
保
険
適
用
に
は
健
康
保
険
法
等
の
改
正
が
必
要

に
な
る
。
政
府
は「
26
年
度
の
実
現
」か
ら
逆
算
し
、改
正
法

案
を
25
年
の
国
会
に
提
出
す
る
段
取
り
を
描
い
て
い
る
。
残

さ
れ
た
時
間
は
多
く
な
い
。

厚
労
省
は
５
月
15
日
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
有
識
者
会
議
の
発
足
を
説
明
し
た
。
同
会
議
の
委
員
に
も

名
を
連
ね
る
健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
佐
野
雅
宏
・
会
長
↘

追
い
付
か
な
い
」と
の
指
摘
が
絶
え
な
い
。

こ
の
点
に
着
目
し
た
の
が
菅
義
偉
・
前
首
相
で
、
昨
春
に

保
険
適
用
案
を
ぶ
ち
上
げ
た
。
政
権
浮
揚
に
向
け
た
実
績
が

欲
し
い
岸
田
首
相
が
反
応
し
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」に
正
常
分
娩
の
保
険
適
用
導
入
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る
、
と
の
一
文
を
ね
じ
込
ん
だ
経
緯
が
有

る
。
厚
労
省
側
に
も
毎
年
１
％
程
度
ア
ッ
プ
し
続
け
て
い
る

出
産
費
用
を
頭
打
ち
に
し
た
い
思
惑
が
有
る
。

只
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
先
ず
は
各
産
科
・
産
院
が

手
掛
け
て
い
る
施
術
、
サ
ー
ビ
ス
を
何
処
ま
で
保
険
適
用
す

る
か
の
線
引
き
だ
。
出
産
現
場
で
は
陣
痛
促
進
剤
、
会
陰
切

開
、
導
尿
等
、
妊
婦
の
状
態
に
合
わ
せ
る
等
し
て
様
々
な
医

療
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
保
険
を
適
用
す
る
な
ら「
標

準
的
な
措
置
」を
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
広
が
る
無
痛
分
娩
、

助
産
院
で
の
出
産
へ
の
適
用
の
有
無
も
判
断
を
迫
ら
れ
る
。

保
険
適
用
は「
出
産
費
用
軽
減
」が
主
眼
と
あ
っ
て
、
通
常

は
３
割
の
自
己
負
担
を
無
料
と
す
る
根
拠
立
て
も
必
要
だ
。

更
に
保
険
適
用
さ
れ
れ
ば
価
格
は
全
国
一
律
と
な
る
が
、
出

産
費
用
に
は
都
市
圏
と
地
方
の
間
に
大
き
な
開
き
が
有
る
。

厚
労
省
資
料
に
よ
る
と
、
22
年
度
の
全
国
平
均
は
約
48
万
２

２
９
４
円
だ
が
、最
高
の
東
京
都（
60
万
５
２
６
１
円
）と
最

低
の
熊
本
県（
36
万
１
１
８
４
円
） 

で
は
24
万
円
以
上
の
差

が
有
る
。

診
療
報
酬
上
の
設
定
価
格
次
第
で
は
、
元
々
出
産
費
用
の

高
い
都
市
圏
を
中
心
に
存
続
が
難
し
く
な
る
医
療
機
関
が
続

出
し
兼
ね
な
い
。
日
本
産
婦
人
科
医
会
は
、
分
娩
施
設
が
更

に
減
る
事
で「
出
産
難
民
が
出
る
」と
、保
険
適
用
に
反
対
し

て
い
る 

。
同
会
で
は
診
療
報
酬
が
現
状
の
出
産
一
時
金
と

同
じ
一
律
50
万
円
に
設
定
さ
れ
て
も「
４
分
の
１
の
妊
婦
が

出
産
場
所
を
失
う
可
能
性
が
有
る
」（
石
渡
勇
・
会
長
）と
訴

え
て
い
る
。

保
険
適
用
に
前
向
き
な
自
民
党
議
員
の
間
で
も
、
出
産
難

民
が
出
る
事
を
不
安
視
す
る
声
が
上
が
る
。
元
々
は
慎
重
だ

っ
た
厚
労
省
は「
負
担
軽
減
と
、
誰
も
が
出
産
出
来
る
環
境

整
備
の
両
立
に
は
か
な
り
の
工
夫
が
要
る
」と
苦
心
し
て
い

る
。「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」が
霞
ん
で
見
え
る
。

代
理
は「
医
療
保
険
制
度

全
体
の
枠
組
み
を
変
え
る

事
に
も
な
る
為
、
丁
寧
に

時
間
を
掛
け
て
議
論
す
る

必
要
が
有
る
」と
指
摘
し
、

同
省
幹
部
も
会
合
後
、「
そ

の
通
り
で
、
拙
速
は
避
け

な
い
と
い
け
な
い
」
と
漏

ら
し
た
。

現
在
は
通
常
分
娩
に
保
険
を
適
用
し
な
い
代
わ
り
に
、
健

康
保
険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
出
産

費
用
の
高
騰
に
伴
っ
て
昨
年
４
月
か
ら
８
万
円
増
の
50
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
一
時
金
の
引
き
上
げ
に
合
わ

せ
て
医
療
機
関
も
値
上
げ
を
し
が
ち
で「
一
向
に
支
援
が
↖
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回 

出
産
費
用
の
保
険
適
用
は
道
険
し


